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す
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政
府
が
現
行
法
上
的
確
に
対
処
で
き
な
い
と
し
て
い
る
薬
物
テ
ロ
事
案
に
関
す
る
質
問
主
意
書

法
務
省
は
、
衆
院
予
算
委
員
会
の
答
弁
や
国
会
内
で
の
民
進
党
所
属
の
国
会
議
員
に
対
す
る
説
明
で
、
「
テ
ロ
組
織
が
殺
傷

能
力
の
高
い
化
学
薬
品
を
製
造
し
、
こ
れ
を
用
い
て
同
時
多
発
的
に
一
般
市
民
の
大
量
殺
人
を
行
う
こ
と
を
計
画
し
た
上
、
例

え
ば
、
殺
傷
能
力
の
高
い
化
学
薬
品
の
原
料
の
一
部
を
入
手
し
た
場
合
」
（
以
下
、
「
薬
物
テ
ロ
事
案
」
と
い
う
。
）
を
例
示

し
、
現
行
法
上
的
確
に
対
処
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
テ
ロ
事
案
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下

質
問
す
る
。

一

薬
物
テ
ロ
事
案
は
、
政
府
が
現
在
、
国
会
に
提
出
を
検
討
し
て
い
る
「
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等

に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
仮
称
）
」
の
立
法
事
実
の
一
例
と
政
府
は
認
識
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
見

解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
こ
こ
で
立
法
事
実
と
は
、
「
法
律
を
制
定
す
る
場
合
の
基
礎
を
形
成
し
、
か
つ
そ
の
合
理
性
を

支
え
る
一
般
的
事
実
、
す
な
わ
ち
社
会
的
、
経
済
的
、
政
治
的
も
し
く
は
科
学
的
事
実
」
（
芦
部
信
喜
、
判
例
時
報
九
三
二

号
十
二
頁
）
で
、
ど
う
し
て
そ
の
法
律
が
必
要
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
支
え
て
い
る
事
実
と
い
う
前
提
で
あ
る
。

二

薬
物
テ
ロ
事
案
に
お
い
て
、
殺
傷
能
力
の
高
い
化
学
薬
品
の
原
料
の
一
部
を
入
手
し
た
段
階
で
、
殺
人
予
備
罪
（
刑
法
第

二
百
一
条
）
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
全
く
あ
り
得
な
い
の
か
。
そ
の
有
無
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ

一



た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


